
 平成30年6月23日（土） 
第34回「南木倶楽部全国勉強会」（第119回大阪読書研究会）レジュメ 南木隆治  

 

（はじめに）自然現象と人間の心は関係がある。カール・グスタフ・ユングの提示した概念「共

時性」などということについても、一度は調べておく方が良い。 

 6 月 18 日（月）午前 7 時 58 分に大阪北部で起きた地震について。高槻市の不適切な「官僚的な」

「自分の家ではきっと気を付けるに違いない」公務員の、無責任なブロック塀の設置によって、下敷きになり、

犠牲になった本当にかわいそうな小学生を含む 5 名の方がお気の毒に亡くなられたが、大阪の被害がこの程度

で済んだのは何故か。本日石黒さんはご都合で欠席だが、石黒さんのおかげ、そして安倍首相のおかげ、と上

記の思考からは導き出される。本日終わりの方の「宇宙物理学」でもこの点に再度触れる。 

① 半島情勢。多くの方がキムジョンウンにまた騙されるとか、またジョンウンがチャイナへ行っており、

信用できないとか言っておられるが、全て安倍首相は想定内のこと。常に歴史を進める主体をわが国に

置いて考えなければならない。我が国が最低でも核シェアまで持ち込むには、状況は最適の状態になり

つつある。（但し、国民に危機感を持つよう促すのは良いこと。）統一後の半島は、白村江の戦いの後の、

新羅と同じになる（つまり少なくとも今よりは親日に転換する）、そういう方向に持ってゆかねばならない。

拉致被害者全員の帰還（拉致被害者は政府認定だけでなく特定失踪者が少なくとも 200 名以上が含ま

れており、実際は膨大な数のはず。その全員の帰還や、調査は非常に時間がかる。）も、その大きな流

れの中で、解決しなければならない。 
②ＮＡＴＯの準加盟国となりつつある今、安倍首相は確実に核シェアのことを考えておられるに違いなく、

キムジョンウンの核放棄が 1 年以内に終わってしまうような事があれば、それが出来なくなるので、半島

統一まで核を北に持たせておいた方が良い。核無しで、北は半島に連邦国家を作れない。核が無けれ

ば、すぐにチャイナの属国になる。鉄道、ガスのパイプラインを大陸と繋げば、軍事的には日米側に付か

ねば半島の独立はありえない。米朝平和条約成立の意味は極めて大きい。 
③米韓合同演習の中止について。アメリカは韓国から軍を撤退、その代わり北朝鮮に核査察チームと、

そして、『米朝平和条約』を結ぶ方向で、軍事顧問団がピョンヤンに常駐する事になる。そうであれば、

何もあわてて核放棄をさせる必要はない。また韓国に米軍を置く意味がなくなった。 
④北の核ミサイルが北京に向うのであれば、北は持っていて良い。その代わり何がどうなるか分からな

いから我が国も核武装する権利があり、最低でもアメリカの核をシェアしなければならないということにな

る。我が国にとって、北の核がすぐになくなってはいけない。ここがキモである。 
⑤上記のことをチャイナ共産党が認めるはずが無いので、それ以外のこと、たとえば貿易摩擦のこと、知

的財産権侵害のこと、南シナ海のチャイナが勝手に作った海上要塞の撤去まで、アメリカはいくらでもチ

ャイナに言いがかりを付けるカードを持っている。リムパックもチャイナ抜きになった。 
北朝鮮との話は、基本はもう終わった。キムジョンウンはアメリカの軍門に下った。それが全て。そして

それは彼の望むところだった。問題はチャイナである。 
⑥決定的に重要な局面はチャイナ共産党の壊滅であり、北朝鮮を「活用」しても良いので、チャイナを追

い込まねばならない。日米は協力して、静かにこの戦略を進めなければならない。 
⑦いずれにせよ、半島が北主導で連邦国家になってゆく事はもう決まった。（キムジョンウンがトランプを

大きく裏切って「熱戦」にならない限り） 
私はトランプ大統領と、安倍首相は上記のような方向①～⑦で戦略を共有していると思う。 

⑧ 官僚制について。前回、現在の官僚は民選政治家に忠誠を誓わず、何か別の力に支配されていないか。

たんなる「忖度」の問題ではないことを話したが、今回もっと本質的なところからこの問題を考える。そ

れは、自身の仕事、決定が我が家族に及ぶようには考えていないというところにある。公務員だけでなく

大企業はみなこの「官僚制」の病気にかかっている。その本質は自身の「エゴイズム」を「愛」や、「忠

誠心」よりも優先しているということだ。 

⑨ 米中消滅後の世界。いつも心の奥に置いておくべきことである。 

⑩ 文部科学省について。前川喜平について。前川が、現職中から左翼集会に御忍びで出ていた事が判明

している。特定の部下は知っていたはず。どうして「国家公務員法違反・信用失墜行為」で告発しな

いのか。その人は「出世」するルートに載っている人だったから。どの組織も、見える場所がある。 

⑪ 財務省について。外務省について。皆同じ構造。その中枢の特定部門の内部に亡国スパイが紛れ込ん



でいる。 但し、外務省は河野大臣のおかげで大きく改善されるだろう。 

⑫（NATO加盟＝核シェア）「モリカケ」に野党が集中している間に我が国はＮＡＴＯの準加盟国となり（ベ

ルギー大使が兼任、常に出席）、自民党は再度、ＧＤＰ２パーセントの国防費を要求し、首相は閣議通過

を狙っている。これらに野党は何も国会質問していない。トルコのこと。なぜロシアに強硬措置を取れる

か。 

⑬福島の「汚染土＝多くは全く除染の必要のなかった土壌」を戻す措置について。大変良い。ラジウム温

泉はなぜ効能があるか。何事にもプラス面とマイナス面があり、単純ではない。放射線はその一例。 

⑭もしもこの世界がコンピューターの出力装置のようなものだったら、「日の丸行進の日は雨が振らない」、

「ある人物は雨に合わない」とプログラムに「書き込む」だけで・・・。日付の重要さを同様の角度から

見る。偶然かもしれないが、そうでないかもしれない。6 月 8 日。付属小学校事件、秋葉原無差別殺人。

少しずれて、6月9日、新幹線で先日。 

⑮ アメリカが「国連人権理事会」脱退。わが国の「幻想」＝「国連中心主義」が何時まで機能するか。 

何時まで「敵国条項」を許しているのか。 

⑯ 国家と、場合によってはそれを超えるもの。「国際金融資本」「国際石油資本」「情報帝国（グーグル

など）」アメリカ合衆国自体が「人工物」であり、人類の普遍的価値足り得ない。トランプの間は大

丈夫だが。 

⑰ 来年から「上皇陛下」がおられる時代になること。 

⑲（再掲）人間の気、大地の気、宇宙の気はつながっているか。→ もちろんここが誰かが作った宇宙な

らば繫がっていないはずがない。大丈夫、人類の文明は滅びない。未来から見て、我々はうまく行ったの

だ。だから今存在している。⑳意識の対象としての「無」は「無」ではない。これ基本。意識の対象はす

べて「有」、「この世」に属する。人生最終的には「唯物論」か、そうではなく「精神」の世界が別にある

と考えるか。「精神」の世界が別にあるなら、それはどこにあるのか。宇宙論は宇宙物理学が「情報」が

テーマになるに従って、非常にプラトン的になり、それに一つの答を出した。ホログラム宇宙論。（マンダ

ラと宇宙の設計について。空海の直感の凄さ。両界曼荼羅・胎蔵界曼荼羅・金剛界曼荼羅）。政治思想として、「唯物論」

内での「転向」とそうでない「転向」。（再再度、宇宙物理学の現在と、世界像。「情報」の本質について。宇宙は「情報」

だけかもしれない。インターネットと、「イデアの世界」。宇宙自体がコンピューターかも。意識とは何か。この世界が仮

想現実であることを示す証明式 https://www.youtube.com/watch?v=Ftpz8mQiYnQ 宇宙物理学は、いまやほとんど「宗教」

である。と言うより「宗教」は元々「宇宙物理学」だったのだ。 「劣化」するな。身体は劣化しても精神は向上。 

⑳（重要事項）「フジ住宅」は現在、理不尽な訴えを大阪地裁堺支部に起こされています。「ヘイトスピー

チ」の一言で自分たちに都合の悪い言論を「言葉狩り」しようとする「特定の勢力」から、わが国の「言

論の自由」を守らねばなりません。この裁判に負けると現在出版されている相当数の本が「ヘイト本」の

レッテルを公的に貼られ出版できなくなる。日本の学校で「日本は良い国だ。」と教師が繰り返し言うと

それが「ヘイトスピーチ」ということになる。裁判は第11回目が、先日5月 17 日（木）にありました。

次回第12回口頭弁論は、大阪地裁堺支部8月2日（木）午前11時00分から。傍聴券抽選は10時30分

頃集合。「我が国の言論の自由」を守るため、傍聴券抽選にぜひご協力を。『缶バッジ』をプレゼント。 

推薦する書籍  初めて紹介するもの 

1「戦後日本教育の不都合な真実」（イースト新書）ケント・ギルバート、2「予感力」（イーストプレス）西田文郎 

3「西部邁 日本人への警告」（イーストプレス）西村幸祐・富岡幸一郎・三浦小太郎、 4「正論SP3産経教育委員会」 

5「スープの手ほどき」（文藝春秋）辰巳芳子、 6「沖縄は何時から日本なのか」（ハート出版）仲村覚  

7「先生、日本ってすごいね」（高木書房）服部剛、 8（参考とする）「日本皇統が創めたハプスブルグ大公家」（成甲書

房）落合莞爾 9「吉原御免状」（新潮文庫）隆慶一郎 10「動的均衡」（木楽社）福岡伸一 、11「自然現象と心の構造―

非因果的連関の原理」（海鳴社）カール・グスタフ・ユング     以下、南木が何度もお話している名著。 

①「隠れていた宇宙」上下（ハヤカワ文庫）ブライアン・グリーン  ②「プレ シンギュラリティ」（PHP）齋藤元章 

③「銃・病原菌・鉄」上下（草思社）ジャレド・ダイアモンド ④「反日勢力との法廷闘争」（展転社）高池勝彦 

⑤「近衛文麿・野望と挫折」（WAC）林千勝 ⑥「自治労の正体」（扶桑社新書）⑰「韓国人による恥韓論」（扶桑社新書） 

⑧「エクサスケールの衝撃」（PHP）齋藤元章 ⑨「命もいらず名もいらず 西郷隆盛」（WAC）北康利 

⑨「儒教に支配された中国人と韓国人の悲劇」（講談社新書）ケント・ギルバート⑩「通州の悲劇」（自由者ブックレット）

皿木喜久 ⑪「民間防衛」（原書房）スイス政府編 ⑫ 「東京防災」（東京都） 

                                            以上  


